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2Mp-7 ヨモギによる染色

一季節による色合いの変化－

被　　服

兵庫教育大

　　山本浩恵Ｏ高岡昭

目的　ヨモギの若葉は｢草餅｣に、また成長した葉は灸の｢もぐさ｣に利用されている。本報

ではヨモギを毎月採取して絹・羊毛・木綿を染色し、採取時期によってどの程度色合いが

変化するかを調べた。

方法　ヨモギから水溶性の色素を煮沸抽出し抽出液の紫外・可視吸収スペクトルを測定し

たのち、媒染剤をかえて染色し、その色彩をCIE(1976)L'a*b‘表色系の数値から色度図と

色調図を作成して色彩を比較した。

結果　ヨモギは、春に芽が出て、秋に花が咲き、冬には枯れる。抽出液のA maxは. 4月～

11月までは、340niD存在するが. 12月~3月までは、消滅する。吸光度は6月が最も高く、花

が咲くと急激に低下し、枯れると消滅する。

　綿には、ほとんど着色せず、絹、羊毛には媒染剤によって染色性は向上し、絹の場合は

アルミニウム媒染で、羊毛の場合はクロム媒染で十b'値(黄方向)と－a'値(緑方向)が増加

し黄緑色に染まる。5月が最も－a*値(緑色)が高く、6月以降は漸次減少し、十b'値(黄色)

が向上する。12月より3月までは汚染程度である。採取直後に染色した場合と、乾燥後に
染色した場合の色彩を比較すると、後者の方が黄味が強く、緑味が少ない。

2Mp-8 藍の発酵建におけるアミラーゼの寄与
武庫川女大生活環境　○牛田　智　多田和代

　（緒言》　藍の発酵建は、微生物の作用によってインジゴが還元されるとされている。そ
の際、栄養源として様々なものか加えられるが、最もよく用いられているのが小麦の製粉
過程から出るかすの「ふすま」である。世界の藍染のレシピを眺めてみると、不思議とふ
すまが用いられている。これは、デンプン質などの栄養素を含み安価であることか理由で
あろうか、ふすま中に残存している麦芽のアミラーゼでデンプンか分解されて還元糖が生
成して、インジゴか還元されるといった可能性もあるのではないかと考えた。そこで実際、

アミラーゼがインジゴを還元するのに寄与するのかどうか、また、アミラーゼがふすまに
どの程度含まれており、どのような条件で働くのか、といったことを検討することにした。
また、発酵建に関与する微生物によりアミラーゼが生成するかどうかについても検討した。
　（方法）　アミラーゼ処理したデンプンの液をすくもまたはインジゴに加えて、アルカリ
下で還元した。アミラーゼの活性は、サンプルとデンプン溶液を混ぜ、40℃の温浴で各時

間デンプンの分解反応をさせた後、ヨウ素溶液を加え、ヨウ素－デンプン反応をさせて、
700nDi吸光度を測定することで調べた。
　（結果》　市販の小麦アミラーゼとデンプンにより、インジゴ（すくも）を還元すること
かできた。市販のアミラーゼは、中性条件における活性が最も強いか、藍染の浴のような
弱アルカリ性でも働くことかわかった。また、ふすま抽出液にアミラーゼ活性があること
や、インジゴ（すくも）を還元する能力のあることがわかった。発酵建を行った浴中にア

ミラーゼが含まれていることもわかった。
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